
平成31年度

部局別予算要求のポイント

平成30年11月

高　山　市

・各部局の要求額は、人件費、繰出金及び予備費等を含んでいません。



単位：千円、％

　　主な増減理由
・若者等活動拠点施設整備の増 １６，６７０千円
・総合計画見直しに向けた調査の減 △１０，０００千円
・ふるさと寄附の受入環境の充実に伴う増 １９，０２０千円
・メイド・バイ飛騨高山認証制度の推進による増 ３，０７９千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　　　○ 大学連携の推進

　大学連携センターの事業実施に必要な経費を計上

　　・調査研究業務の委託、運営費の助成　ほか

　　　○

　ふるさと寄附の促進に必要な経費を計上

　　・ふるさと寄附ＰＲ

　　・ふるさと寄附贈呈品

　第八次総合計画の進捗管理等に必要な経費を計上

　　・計画の策定、総合計画審議会の開催　　ほか

ふるさと寄附の促進 １３５，５００千円　
（１１６，４８０千円）

１８，５００千円　
（１５，７００千円）

要求のポイント

計画行政の推進 ３，８６２千円　
（１０，８０４千円）

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

大学連携・若者支援の推進

飛騨高山ブランドの確立に向けた施策の強化

誘客・物販・交流の相乗効果の創出

一般会計 421,767 459,994 38,227 9.06

企　画　部

要求額

会計名
平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率



＜教育＞

　　　○

　若者等活動拠点施設（仮称）の整備に必要な経費を計上

　　・若者等活動拠点施設（仮称）の改修整備

＜商業＞

　　　○

　飛騨高山ブランドの確立を図るために必要な経費を計上

　　・メイド・バイ飛騨高山認証制度の推進

　　・飛騨高山ブランドを支える人材の育成

＜交流＞

　　　○

　移住促進を図るために必要な経費を計上

　　・飛騨高山への移住の促進

１５，２７９千円　移住者への支援
（９，２０４千円）

（１９０，３３０千円）

飛騨高山ブランドの意識醸成と情報発信 ２８，３４５千円　
（２５，４１０千円）

若者支援の推進 ２０７，０００千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・防災無線中継局電源設備更新等の増　　　　　　　　　 ２２４，４８３千円
・情報システム整備改修に関する経費の増 １８，６９８千円
・選挙費の増 ７０，０９６千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜防災＞

　　　○

　　　○ 災害対策事業の推進

　地震等を想定した実践的な防災訓練に必要な経費を計上

　　・より実践的な防災訓練の実施

総　務　部

要求額

会計名
平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 911,044 1,325,297 414,253 45.47

要求のポイント

効率的かつ効果的に行政を経営していくための行政改革の推進

実践的な防災訓練の実施 ４，３９２千円　
（４，１００千円）

要求に関する基本方針

行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成

開かれた市政（広報広聴）による市民とのよりよい関係づくり

市民の生命・身体及び財産を災害から守るための体制整備

４７９，８６６千円　
（１７８，０５２千円）

　災害の発生に備え、防災体制の充実を図るために必要な経費を計上

　　・防災備蓄品の拡充

　　・防災無線中継局の設備更新



＜協働＞

　　　○

＜行財政運営＞

　　　○

　　　○

＜情報＞

　　　○

　　・市民と市長の対話集会の開催

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ・ＣＡＴＶにおける番組制作・配信

行政情報の提供と広聴事業の推進 ９９，７１８千円　
（９５，２７４千円）

　各種媒体による情報発信に必要な経費を計上

４２０，０００千円　

　情報システムの整備、運用に必要な経費を計上

電子市役所の推進
（３７９，４９５千円）

　　・情報システムの更新と維持管理

　　・情報セキュリティの強化

   ・行政課題に的確に対応できる職員の育成

職員の意識改革と資質向上の推進 ２４，１２０千円　
（２３，４００千円）

　職員研修や人事交流に必要な経費を計上

 　・職員の意欲の向上や適正かつ効率的な事務執行につながる研修の充実

行政改革の推進 １，２４１千円　
（７０５千円）

　行政改革の推進のために必要な経費を計上



単位：千円、％

○○

・市債残高の減少及び利率見直しによる公債費の減 △２７２，３０６千円
・庁舎等工事請負費の増 １５１，７７０千円
・久々野仮庁舎等の解体完了による減 △６３，９００千円

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

○

　公有財産の適正な管理と未利用財産の活用や処分に必要な経費を計上

　　　○

　固定資産税等の公平・公正な賦課を行うために必要な経費を計上

　　・字絵図書替

　　・家屋所在地番等調査

　　・固定資産現況調査等

　　・土地鑑定評価

財　務　部

要求額

会計名
平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 5,267,686 5,126,962 △ 140,724 △ 2.67

庁舎等の適正管理 ５６８，４８１千円　
（４２８，４８８千円）

　　・庁舎、公用車等の維持管理

　　主な増減理由

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

社会情勢の変化や行政課題に対応した財産管理の推進

公平な課税と税収納率の向上

要求のポイント

財産管理の適正化と効率的な運用 ６８，７６５千円　
（１２８，７６３千円）

　　・市営墓地の管理

（３３，６００千円）

　　・不要建物の解体

　　・市有施設の火災保険の加入

　　・普通財産の管理や活用、処分のための測量業務

公平な課税と税収納率の向上 ８４，０４６千円  



単位：千円、％

　　主な増減理由
・飛騨高山文化芸術祭開催による増　　　　　　　　　　　　５６，３６８千円
・生涯学習施設整備費の増　　　　　　　　　　　　　　　　２３，２５１千円
・鈴蘭シャンツェ解体工事費の減　　　　　　　　　　　　△７８，２００千円
・高地トレーニングエリア施設整備工事費の増　　　　　　　　９，５００千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○ さまざまな形で日常的にスポーツに親しむことのできる環境づくりの推進

（　　　　）は前年度予算額

＜協働＞

　　　○

　　・人材育成等に関する講座の開催やまちづくり協議会が実施する人材育成事業への講師派遣

　　・町内会防犯灯の改修等の助成

　　・防犯体制の強化

　　　○

協働のまちづくりによる地域課題の解決の推進

豊かで活力あるまちづくりに活かされる生涯学習の推進

市民自ら自発的・主体的に創造する新たな文化芸術の振興

増減率

一般会計 1,217,284 1,217,679 395 0.03

２７９，６２７千円　

要求に関する基本方針

要求のポイント

　　・市民活動団体への助成

　　・ワーク・ライフ・バランスの推進

男女共同参画の推進

　第４次高山市男女共同参画基本計画の推進及び第５次計画策定のために必要な経費を計上

市　民　活　動　部

要求額

会計名
平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額

協働のまちづくりの推進

　　・講演会や講座などの開催

（２８４，５００千円）

（１，２４２千円）

　地域づくり活動及び市民活動の促進と協働の推進に必要な経費を計上

１，４３４千円　

　　・まちづくり協議会による地域の課題解決に向けた取り組みへの支援



＜交流＞

　　　○

＜生涯学習＞

　　　○ 生涯学習の推進

＜文化芸術＞

　　　○ 文化芸術の振興

　文化芸術の市民生活への浸透と文化芸術の振興を図るために必要な経費を計上

　　・市民の自主的な文化芸術活動に対する支援

　　・飛騨高山文化芸術祭こだま～れ2019の開催

　　・市美術展覧会等の開催

　　・子ども夢創造事業（文化芸術）の実施

　　・文化芸術鑑賞事業の実施

＜スポーツ＞

　　　○

　スポーツ機会の提供や競技力向上などに必要な経費を計上

　　・子ども夢創造事業（スポーツ）の実施

　　・地域スポーツ、障がい者スポーツ、高齢者スポーツの推進

　　・スポーツ少年団、スポーツ大会開催に対する支援

　　・ねんりんピック、スポーツマスターズ大会開催に対する支援

　　　○

　スポーツ施設の整備や維持管理に必要な経費を計上

　　・スポーツ施設の整備と維持管理

　　　○

　高地トレーニングエリアの整備や維持管理、活用のために必要な経費を計上

　　・高地トレーニングエリア施設の整備と維持管理

　　・トップアスリート受入体制の整備及び利用の促進

高地トレーニングエリアの整備と機能強化 　４０，１０９千円　
（３９，８１４千円）

　　・高山市平和の日や平和都市宣言の啓発

　　・地域づくりにつながる学習機会の提供

スポーツ施設の整備 　　　　　　　　　２５５，５７８千円　

スポーツ活動の充実 　２５，９７１千円　

　　・生涯学習施設の整備と維持管理　

　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の維持管理に必要な経費を計上

　　・子ども夢創造事業（科学）の実施

　平和に関する意識の高揚を図るために必要な経費を計上

（４５２，６０１千円）

（３２１，８６０千円）

（３１，６７７千円）

１０９，０９２千円　

４７６，６６０千円　

２，４８２千円　
（３，１６０千円）

（５８，８５０千円）

平和に関する意識の醸成



単位：千円、％

　　主な増減理由
・障がい福祉サービス給付費の増　　　　　 １１５，３８８千円
・福祉医療給付事業費の減　　　　 △４８，１７３千円
・障がい児通所支援事業費の増 ７４，６０６千円
・公立保育園運営事業費の増 ３７，９７４千円
・保育施設等給付事業費の増 ３０，３８０千円
・居宅介護サービス給付費の増（介護特会） ２５３，５００千円

　　　○ 住み慣れたまちに快適に安心して住み続けるための支援

　　　○ 子どもが健やかに育つ環境整備の推進

　　　○ 介護予防の推進及び安定した介護サービスを提供する体制の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜地域福祉＞

　　　○ 総合的な相談支援

　福祉サービス総合相談支援センターの設置に必要な経費を計上

　　・一般相談、生活困窮者相談、障がい者（児）相談

　　　○ 低所得者への支援

　適切な生活保護制度運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

６２０，８０１千円　
（６１０，００１千円）

291,714 3.129,340,005 9,631,719介護保険事業特別会計

一般会計 9,362,840 9,668,489 305,649 3.26

要求に関する基本方針

２３，３９９千円　
（２３，８２４千円）

福　祉　部

要求額

平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額会計名

要求のポイント

増減率



＜障がい者福祉＞

　　　○ 障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり

　障がい福祉サービス等の提供に必要な経費を計上
　　・障がい福祉サービス給付
　障がい者の自立した地域生活と社会参加の促進に必要な経費を計上
　　・障がい者雇用に対する助成
　　・障がい者世帯の屋根雪下ろし費用に対する助成

＜児童福祉＞

　　　○

　子どもの発達支援のための経費を計上
　　・障がい児の通所に対する支援

　　　○ 安心して子育てができる環境の整備

　子どもが健やかに育つ環境づくりに必要な経費を計上
　　・児童館、つどいの広場などの運営
    ・多世代同居を開始するための住宅改修等に対する助成

　　　○ 良好な保育環境の確保

　良好な保育環境の確保に必要な経費を計上
　　・私立保育所１６か所、公立保育所９か所
　　・私立保育園の整備に対する助成

＜高齢者福祉＞

　　　○ 高齢者の安全で安心した生活の支援

　高齢者の安全で安心な生活や生きがいづくりを支援するための経費を計上
　　・通院や買い物など外出支援
　　・住宅のバリアフリー改修や屋根融雪装置の設置に対する助成
　　・温泉保養施設等の利用に対する助成
　　・介護人材の確保に対する支援
　　・高齢者世帯の屋根雪下ろし費用に対する助成

　　　○

　老人福祉施設の運営・維持管理に要する経費を計上
　　・福祉センター等の運営　ほか

○

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上
　　・介護サービス等の給付、介護認定審査会の開催

　　　○

　高齢者の介護予防、包括的支援体制の整備に要する経費を計上
　　・地域包括支援センターの委託
　　・要支援者等に対する介護予防・生活支援に関する事業の実施
　　・高齢者健康教室の開催、自主活動の支援、認知症施策の推進
　　・在宅で介護する家族に対する支援

（３０６，５２０千円）

２，７１４，５６５千円　
（２，６４１，８９６千円）

                   ２，１２８，１３８千円　
（１，９９７，２８０千円）

介護予防の推進及び包括的な支援の実施 ５４９，１８２千円　

老人福祉施設の運営 １１４，９０５千円　

（３５９，４３１千円）

子どもの健全な発達支援 ３８１，１２６千円　

（３２０，７５８千円）

３２８，８１１千円  

（１０２，３６６千円）

健全な介護保険事業の運営 ８，９７８，９０９千円　
（８，７２５，４０９千円）

（５１８，２４４千円）

３６１，８６９千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・医療確保等支援事業の増　　 　　　　　　　　　　　　　 ３０，５４２千円
・後期高齢者医療負担金の増（一般会計）　　　　　　　　　３２，４４７千円
・国保特別会計の保険給付費の減　　　　　　　　　　　△２７５，７５４千円
・後期高齢者医療広域連合納付金の増　　　　　　　　　　　２４，７７９千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<生活環境>

○ 火葬場の運営

　市営火葬場の維持管理に必要な経費を計上

　　・火葬場の設備改修と維持管理

○ 新火葬場建設の推進

　火葬場の建設準備に必要な経費を計上

　　・新火葬場建設検討委員会の運営

28,081

国民健康保険制度の円滑な運営

地域医療体制の確保

国民健康保険事業
特別会計（事業勘定）

（４９，８３０千円）

３，９８８千円　

国民健康保険事業
特別会計（直診勘定） 19,968

市　民　保　健　部

要求額

要求に関する基本方針

会計名

9,474,187 9,177,677 △ 296,510

増減率

後期高齢者医療
事業特別会計

平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額

1,743,854 1,815,075 71,221 4.08一般会計

2.38

181,697 201,665

（９，４１９千円）

△ 3.13

４８，８３５千円　

10.99

健康寿命の延伸

新火葬場建設の推進

要求のポイント

1,208,3881,180,307



＜保健＞

○ 市民の健康意識の醸成と健康増進

　市民の健康増進のために必要な経費を計上

　　・健康づくりの推進

　　・母子保健事業の推進

　　・健康診査、がん検診の実施

　　・予防接種の実施

　　　○ 後期高齢者の健康増進の推進
　
　後期高齢者の健康増進のために必要な経費を計上

　・すこやか健診及びさわやか口腔健診の実施

＜医療＞

　　　○ 地域医療及び救急医療体制の確保

　医師確保のための環境整備や救急医療体制の確保に必要な経費を計上

　　・休日診療所の運営

　　・２４時間電話医療相談

　　・在宅当番医制、病院群輪番制、救命救急センターの運営に対する助成

　　・岐大医学部地域枠（地域医療コース）入学者への修学支援

　　・直営診療所の運営

　　　○ 国民健康保険制度の運営

　国民健康保険事業の円滑な実施および運営に必要な経費を計上

　・特定健康診査など保健事業の推進

＜行財政運営＞

　　　○ マイナンバー（個人番号）カードの普及促進

　・マイナンバー（個人番号）カードの普及

　・各種証明書のコンビニ交付の利用啓発

（２２，１３３千円）

（４５４，２３３千円）

９，１７７，６７７千円　
（９，４７４，１８７千円）

２２，４８７千円　

（４４，３６０千円）

　　  　５４６，９６５千円

５０８，６１９千円　

　   （５４９，０７２千円）

４７，０５４千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ジオパークの推進による増 ８，６６６千円
・ごみ処理焼却事業費の増 ３９４，３４８千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<地球環境>

　　　○ 自然エネルギーを活用したまちづくりの推進
４８，５３６千円　

（４７，４２３千円）
　自然エネルギー活用の普及促進に必要な経費を計上

　　・自然エネルギー活用の普及啓発

　　・積まマイカーの運行によるエネルギーの地産地消の促進

　　・ペレット・薪・チップなど木質バイオマスストーブ、ボイラーの導入支援

　　　○ 地球温暖化対策の推進 １０，２００千円　
（９，０００千円）

　地球温暖化対策の推進に必要な経費を計上

　　・カーボンオフセット事業の推進

　　・クリーンエネルギー自動車の普及促進

環　境　政　策　部

要求額

会計名
平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額 増減率

1,578,043一般会計

対前年度増減額

40.331,124,488

地球温暖化対策の推進による温室効果ガス排出の削減

453,555

自然エネルギーによるまちづくりの推進

要求に関する基本方針

自然と共生するまちを目指した生物多様性保全の推進

公害の発生防止

自然公園の適正管理による安全で快適な利用の推進

要求のポイント

ごみ処理施設の適正な維持管理



　　　○ 生物多様性保全の推進 ９，２７５千円　
（１０，１８５千円）

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環境学習

　　・いのちの森づくり（苗木植樹等）

　　・特定外来生物の防除

　　　○

　自然公園等の保全と利用の推進に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森の利用促進

　　・ジオパーク、ユネスコエコパークの推進

　　・中部山岳国立公園の活性化

　　　○ 快適に暮らせる環境の整備

　公害発生の防止に必要な経費を計上

　　・河川水質の監視、騒音・悪臭苦情にかかる調査

　　　○ 資源循環型社会の実現

　ごみの収集、焼却、埋立、減量化、資源化や施設の維持管理等に必要な経費を計上

　　・家庭や事業所から排出されるごみの減量化及び資源化

　　・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設の保守点検及び修繕

５，５８４千円　

自然公園の保全と活用

１，３９０，２１１千円　
（９４１，０９４千円）

１３４，２３７千円　

（３，９８０千円）

（１１２，８０６千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・農業土木施設整備事業費の増 １６，６４６千円
・県営土地改良事業費の増 １８，２２５千円
・森林整備地域活動支援事業費の増 ５７，１１５千円
・繁殖牛舎整備費助成事業費の増 ３０，８９０千円
・繁殖雌牛導入支援事業費の減 △４８，４７９千円

　　　○ 活気ある第一次産業産地づくりと担い手の育成・確保

　　　○ 地域ぐるみでの農地・施設の保全と鳥獣被害対策の推進

　　　○ 国際大会の開催等による農産物のブランド化の推進

　　　○ 百年先を見据えた森林づくり

　　　○ 繁殖雌牛等増頭の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜農業＞

　　　○

　　　○

30,500 28,047 △ 2,453 △ 8.04

会計名

農　政　部

要求額

平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

１１０，００９千円　
（８４，５００千円）

　農業基盤の強化、担い手支援のために必要な経費を計上

１０１，７５５千円　

　鳥獣による農作物への被害を防止するために必要な経費を計上
（１０６，３２０千円）

　　・地域ぐるみの鳥獣被害防止活動や侵入防止柵の整備等に対する助成

一般会計 1,837,938 1,899,354 61,416 3.34

地方卸売市場
事業特別会計

要求に関する基本方針

　　・機械、施設整備導入に対する助成

　　・捕獲技術者の確保に対する助成

農作物獣害防止対策の推進

要求のポイント

農産物のブランド化の推進



　　　○

＜林業＞

　　　○

　　　○

　　・緑の保全事業

　　・森林整備地域活動支援

＜畜産業＞

　　　○

１５９，５２７千円　

１９３，１６６千円　
（１５３，０７２千円）

１３１，５７１千円　

（１６１，１６６千円）
　森林境界の明確化に必要な経費を計上

　100年先の森林づくりに必要な経費を計上

　増頭支援等に必要な経費を計上

　　・生活環境保全林の整備

　次回全国和牛能力共進会に向けた支援に必要な経費を計上

活力ある畜産生産地づくり

　　・県営土地改良事業の推進

　農業生産基盤施設の老朽化及び維持管理の負担軽減を図るために必要な経費を計上

（９２，２７０千円）

農業生産基盤の強化 ２００，１０９千円　
（１６４，９３８千円）

　家畜伝染病対策に必要な経費を計上

地籍調査の推進

　　・農道、農業用施設の整備

100年先の森林づくり



単位：千円、％

　　主な増減理由
・市制度資金融資預託金等の減 △７４，５２６千円
・中心市街地の整備に伴う増 ９２，５１１千円
・若者定住促進事業の増 ５８，８９７千円
・魅力ある観光地づくりの推進に伴う増 １２，４０４千円
・観光施設等の整備に伴う増 ８６，０２３千円

　　　○ 中小企業の経営の安定化のための融資事業の推進

　　　○ 起業家の増加に向けた受入環境の整備

　　　○ 地域経済構造分析の結果に基づいた施策の推進

　　　○ 伝統的工芸品産業等の技術の継承、後継者育成に向けた施策の推進

　　　○ 中心市街地の活性化に向けた施策の推進

　　　○ 企業誘致対策の推進

　　　○ 労働力確保に向けた施策の推進

○ 時代を先取りした観光地づくりの推進

　　　○ 利用者の満足度向上や安全管理のために必要な観光施設の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜商業＞＜工業＞＜労働＞

　　　○

　中小企業者、勤労者向けの低利融資の実施に必要な経費を計上

　　・小口融資、経営安定特別資金融資

　　・勤労者生活安定資金融資

要求のポイント

要求に関する基本方針

商　工　観　光　部

要求額

会計名
平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

１，２３０，８７５千円　

観光施設事業
特別会計 106,065 97,182 △ 8,883 △ 8.38

一般会計 2,381,232 2,593,827 212,595 8.93

中小企業等融資事業の推進
（１，３０５，４０１千円）



　　　○

　起業家の育成・支援に必要な経費を計上
　　・起業家に対する支援、創業支援資金融資
　　・インキュベーション施設の運営

　　　○ 地域経済構造分析の結果に基づく施策の推進

　官民連携による域内資金循環等の研究に必要な経費を計上

＜商業＞＜工業＞

　　　○

　地場産品等の積極的な宣伝・販路拡大に必要な経費を計上
　　・飛騨高山展開催事業に対する支援
　　・飛騨高山フェアinイオンの開催
　　・マーケティング力の強化

　　　○

　伝統的工芸品産業等の振興、後継者育成等に必要な経費を計上
　　・後継者育成事業、伝統的工芸品産業団体に対する支援
　　・飛騨高山の名匠認定

＜商業＞

　　　○

　にぎわいのある商業空間の形成と中心市街地の活性化に必要な経費を計上
　　・人道橋周辺の賑わい創出に係る整備費
　　・まちづくり会社が行う中心市街地活性化事業に対する支援
　　・商店街の空き店舗活用や景観形成に対する支援
　　・タウンマネージャーの育成

＜工業＞

　　　○

　企業誘致の推進に必要な経費を計上
　　・サテライトオフィス等を活用した企業誘致活動

＜労働＞

　　　○

　ＵＩＪターン就職する若者への支援に必要な経費を計上
　　・ＵＩＪターン就職者に対する家賃・奨学金返済支援
　　・地元就職に対する支援

＜観光＞

　　　○

　観光宣伝、高山祭、各種イベントなど、誘客に必要な経費を計上
　　・広域連携誘客宣伝事業の推進
　　・魅力ある観光地づくりの推進
　　・飛騨高山ウルトラマラソンの開催
　　・観光関連団体の誘客宣伝事業等に対する助成
　　・若年層の合宿やゼミ宿泊誘致に対する助成

　　　○

　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上
　　・観光施設の運営、整備

（２４９，６７５千円）

観光施設の運営 ４７１，６６２千円　
（３８５，６３９千円）

誘客宣伝の実施 ２６３，３８５千円　

（９７，０５０千円）

地場産品の販売促進活動の推進 ２１，４０１千円　

企業誘致対策の推進 ９９，８６０千円　

伝統的工芸品産業等の振興 ４８，８１０千円　

（２１，０００千円）

若者定住の促進 １５５，９４７千円　

（８７，３８５千円）

（５１，６４５千円）

中心市街地の活性化 １４６，２７６千円　
（５１，８１０千円）

５，８７７千円　
（４，８００千円）

起業家の受入環境等の整備 ５２，７３４千円　
（４５，０００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・姉妹友好都市等との交流事業の増　            ７，５３０千円

　　　○ 効果的な誘客プロモーション事業の展開と受入体制の強化

　　　○

　　　○ 姉妹友好都市等との交流推進

（　　　　）は前年度予算額

＜海外戦略＞

　　　○ 海外からの誘客促進 ５７，９５９千円　

　　・多言語観光パンフレット等の作成

　　・旅行満足度に関するヒアリング調査

　　・滞在しやすい環境の整備（公衆無線LANの運営、多言語マップの作成など）

　　・官民協働、広域連携による効果の高い誘客プロモーション事業の展開

＜交流＞
　　　○ 海外との交流推進 ３９，５０５千円　

　　・海外姉妹友好都市等への市民派遣

　　・国際交流員の招致、姉妹・友好都市からの研修員受入

　　・民間交流団体への支援

9.03

　外国人観光客の誘客促進、受入体制の強化に必要な経費を計上

　海外の姉妹友好都市との交流を推進するために必要な経費を計上

海外販売促進のための事業者への支援

要求のポイント

（５７，６００千円）

（３１，１１０千円）

海  外  戦  略  部

要求額

会計名
平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

一般会計 94,710 103,264 8,554



単位：千円、％

　　主な増減理由
・道路新設改良事業の増 ４６，１９２千円
・除雪対策事業の増 ８２，５８６千円
・市営駐車場整備事業の増 ８８，１６６千円

　　　○

　　　○ 新たな歩行環境整備による中心市街地の回遊性の向上

　　　○ 道路などの安全性確保と道路網の健全な維持（地域要望への対応）

（　　　　）は前年度予算額

＜道路＞

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

要求のポイント

街路事業の推進

　　・千島線、千島松本線、上切中切２号線ほか

（６３６，０００千円）
道路維持修繕事業の推進 ６５２，５００千円　

宮川周辺エリアの回遊性の向上 １２８，０００千円　
（１１５，０００千円）

　宮川人道橋の整備に必要な経費を計上

　　・宮川人道橋

　道路の安全性確保や道路網の維持に必要な経費を計上

　　・道路修繕、側溝修繕、舗装修繕、橋りょう修繕

７９，１６５千円　
（７０，６６９千円）

　道路交通の円滑化を図るための街路整備に必要な経費を計上

　　・松之木千島線

道路新設改良事業の推進 ４５８，１８２千円　

　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上
（４１１，９９０千円）

一般会計 2,559,286 2,806,502 247,216 9.66

会計名

高速道路網、地域間連絡道路網の整備促進による道路利用者の快適性向上

要求に関する基本方針

平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

建　設　部

要求額



　　　○

＜防災＞

　　　○

　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょうの長寿命化修繕を実施
  　  （鶴ノ巣橋、日和橋、谷戸橋ほか）

（１４９，０００千円）
　橋りょうの長寿命化に必要な経費を計上

橋りょう長寿命化改良事業の推進 １２９，３００千円　

　冬期間の交通確保を図る除雪対策に必要な経費を計上

　　・歩車道除雪委託、融雪剤購入、消融雪側溝整備、除雪車両の購入

除雪対策事業の推進 ７５７，７８６千円　
（６７５，２００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・景観まちづくり刷新事業の減 △４７８，１００千円
・観光特化型バスの購入等の増 １９２，３８０千円
・建築物等の耐震対策の増（ブロック塀等） ２５，８４４千円

　　　○

　　　○ 持続可能な総合交通施策の推進

　　　○ まちなかの景観刷新と良好な景観の保全と創出の推進

　　　○ 空家等対策の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜土地利用＞

　　　○

＜公共交通＞

　　　○

　都市基本計画の策定に必要な経費を計上
（５４，６３５千円）

要求に関する基本方針

要求のポイント

市全域を見据えた総合的な土地利用の推進

　　・バス待合所の整備

　観光特化型バスの運行開始に向け必要な経費を計上

　　・観光特化型バスの購入（債務負担）

（２３５，５９４千円）
　自主運行バスの運営に必要な経費を計上

４２８，３３４千円　

市全域を見据えた総合的な土地利用の推進 １１，４０５千円　

持続可能な総合交通施策の推進

一般会計 1,269,367 1,162,499 △ 106,868

都　市　政　策　部

要求額

会計名
平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

△ 8.42



＜景観＞

　　　○

＜住宅公園＞

　　　○

　　　○

良好な景観の保全と創出の推進 １８４，７０９千円　
（６２３，６４６千円）

　　・生けがき、板塀等の設置に対する支援

　建築物や周辺の景観保全の推進に必要な経費を計上

　　・景観町並保存のための修景に対する支援

　まちなかの景観の保全と創出に必要な経費を計上

　　・景観まちづくり刷新事業の実施

　　・老朽空家等の除却に対する支援

建築物の安全性向上

　　・高山の景観にふさわしい看板設置に対する支援

８７，５５４千円　

空家等対策の推進 ３０，７８９千円　
（　　　－　　千円）

　空家等の適正管理や活用の促進に必要な経費を計上

　　・空家等の調査

　　・ブロック塀の撤去等に対する支援

（６１，７１０千円）
　住宅等の耐震化促進に必要な経費を計上

　　・木造住宅等の耐震診断、建築物の耐震補強に対する支援



単位：千円、％

　　主な増減理由
・浄水設備更新費の増（上水） ９３，０００千円
・宮川終末処理場の焼却炉建設費等の減（下水） △９２１，６９３千円
・管きょ建設費の増（下水） １２０，９２９千円

○ 計画的な財政運営による上下水道事業の経営の安定化

○ 安全安心な水を安定して供給するための施設整備

○ 生活環境の向上と公共用水域の水質保全

○ 上下水道施設の防災対策の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜上下水道＞

　　○ 施設の耐震化と遠方監視機能の推進

　安全・安心な水を安定して供給するための施設整備に必要な経費を計上
　　・施設の耐震化工事、遠方監視装置工事　ほか

　　○ 基幹管路の耐震化と老朽管布設替の推進 ７９０，２５１千円　
（７６２，６５７千円）

　安全安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上
　　・基幹管路の耐震化工事
　　・老朽管の布設替工事
　　・道路改良及び下水道に伴う布設替工事　

1.47
水道事業

会計 3,417,010 3,467,197 50,187

要求に関する基本方針

要求のポイント

3,188,762
下水道事業
特別会計 △ 650,199

12,983 5.99

3,838,961

一般会計 216,669 229,652

△ 16.94

水　道　部

要求額

平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

３３５，５１８千円　
（３７０，３２０千円）

農業集落排水
事業特別会計 608,485 685,087 76,602 12.59



　　○ 配水施設整備（拡張）の推進 ７２，２７８千円　
（７２，７６９千円）

　安全安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上
　　・中部縦貫道関連工事（上野）
　　・未給水地区の解消

　　○

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るための施設整備に必要な経費を計上
　　・宮川終末処理場沈砂設備の長寿命化工事
　　・マンホール蓋の更新工事

　　○

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るための施設整備に必要な経費を計上
　　　　　 　　・管きょ布設工事（国府町三川地区、奥飛騨温泉郷中尾地区）

　　・下水処理施設の長寿命化工事（平湯地区ほか）

　　○ 農業集落排水施設の機器の長寿命化

　　　　 　農業集落排水処理施設の設備・機器の長寿命化に必要な経費を計上
　　　　　 　　・農業集落排水処理施設の長寿命化工事

○ 地方公営企業法の適用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地方公営企業法適用に向けた準備に必要な経費を計上

１０，０００千円　
 （６７，０００千円）

２２３，３８５千円　
（１，０８２，８２７千円）

下水処理場の整備、管きょ布設

 （４０，９８１千円）
５１，４５４千円　

３６９，８７８千円　
特定環境保全公共下水道の管きょ布設、処理施設更新

（２５０，７２５千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・公共料金明細サービスの手数料の憎              　　　　　　　　８７千円
・一時借入金の減　　　　　　　　　              　　　　△８，０００千円

　　　○ 合理的な会計事務の推進　

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　公金管理の効率化

２，５６０千円　

要求に関する基本方針

一般会計

会　計　室

要求額

平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

適正な会計事務の実施

会計名

11,895 4,560 △ 7,335

要求のポイント

（１，８９５千円）

　歳計現金の適正な管理

△ 61.66

　効率的な出納事務遂行のための職員研修会の実施



単位：千円、％

　　　○ 市民の視点に立った公平公正な監査等の充実

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

監　査　委　員　事　務　局

要求額

会計名
平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 7,450 7,515 65 0.87

要求に関する基本方針

要求のポイント

適正な行財政運営に資する監査等の実施 ６，２２９千円　
（６，１６３千円）

　監査等の充実に必要な経費を計上



単位：千円、％

○○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○ 円滑な議会運営 ２９，８７１千円　
（３０，３３１千円）

　議会運営に必要な経費を計上

　　・議会評価委員会（仮称）の設置

　　・議会広報誌の発行

29,871 △ 460 △ 1.52

　　・議会・委員会等の中継

30,331

要求に関する基本方針

要求のポイント

　　・市民意見交換会（地域別・分野別）の開催

市民にとって、わかりやすく開かれた議会運営

一般会計

議　会　事　務　局

要求額

平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名



単位：千円、％

　　主な増減理由
・小中学校校舎大規模改修事業費の増 ６３３，２７４千円
・小中学校施設の維持管理経費の増 ６８，０５２千円
・学校給食の充実による増 ２６，１９８千円
・教育系情報機器のセキュリティ対策経費の増 ７４，２９６千円

　　　○ 教育の質や教育力の向上と、地域全体による郷土教育の推進

　　　○ 学びのセーフティネットの構築

　　　○ 地域文化の継承や歴史的町並保存の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜学校教育＞

　　　○

　　・次期学習指導要領に添った学習の充実
　　・個別指導体制の充実
　　・特別支援教育の充実
　　・外国語教育の充実
　　・あたたかな人間関係づくりのための心理検査の実施
　　・郷土教育（リーダー育成のためのキャリア教育）の推進　　

　　　○

　　・教育系情報機器のセキュリティ対策

教　育　委　員　会

要求額

平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

376,600 402,798 26,198 6.96
学校給食費
特別会計

教育の充実

　　・部活動の支援体制の充実

教育環境の整備

要求に関する基本方針

要求のポイント

２９８，２４１千円　
（２６４，１３２千円）

　教育の充実に必要な経費を計上

１７２，２３２千円　

一般会計 1,900,614 2,795,078 894,464 47.06

（９３，６５３千円）
　教育環境の整備に必要な経費を計上
　　・教材備品の購入



　　　○

　学校施設等の安全・安心・快適な環境整備に必要な経費を計上

　　・学校施設の長寿命化改修（新宮小、丹生川中学校校舎）

　　・スクールバスの更新

○

　　・子ども子育て新制度への対応

　　・私立高等学校、短期大学等に対する助成

　　・高校通学等に対する支援

　　　○

　　・学校給食センターの運営

　　・学校給食費の保護者負担の軽減

　　　○

　　・献立の充実

＜文化＞

　　　○

　　・ユネスコ無形文化遺産等継承支援

　　・ふるさと伝承記録整備

　　・伝承芸能保存団体に対する助成

　　　○

　歴史的な町並み保存の推進に必要な経費を計上

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・歴史的建造物群耐震化対策事業

　　　○

　歴史・文化を活用した地域づくりの推進に必要な経費を計上

　　・文化財施設（飛騨高山まちの博物館等）の維持管理

　幼児教育、高等教育の充実に必要な経費を計上

（４７８，０００千円）
安全・安心・快適な学校施設等の整備 １，１４９，１９６千円　

幼児教育、高等教育の充実
（１４１，７１０千円）
１４５，８２２千円　

魅力ある学校給食の提供 ４０２，７９８千円　
（３７６，６００千円）

　安全・安心で魅力ある学校給食の提供に必要な賄材料費を計上

　　・私立幼稚園の就園に対する支援

１１１，９０７千円　

学校給食センターの運営 ２６６，０８５千円　

（９９，５０５千円）
歴史・文化活用の推進

　地域の文化継承に必要な経費を計上

（８１，１１０千円）
歴史的町並み保存の推進 ８１，１３２千円　

（２００，１７８千円）

（２，７６０千円）

　児童生徒の心身の健全な発達を図るために必要な給食運営経費を計上

地域文化継承への支援 ５，３２６千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・消防団活動の活性化に伴う増 １３９，１８７千円
・消防施設等の整備等に伴う増 ８０，０６３千円
・救急救命の推進に伴う増 ３４，６２６千円
・消防水利施設整備・維持管理に伴う増 ２９，７１１千円

　　　○

　　　○
及び団員の士気高揚、団員の確保

○ 消防感謝祭　第68回岐阜県消防操法大会（高山会場）の開催

（　　　　）は前年度予算額

＜消防＞

　　　○

　消防団活動の充実に必要な経費を計上

　　　○

　消防施設等の更新整備に必要な経費を計上

　　・消防団車庫の更新、解体、改修

　　・消防署施設の修繕

　　　○

　救急救命体制の充実を図るための経費を計上

　　・ＡＥＤ機器のリース、屋外設置箱購入費

　　・高機能消防通信指令システム、消防救急デジタル無線の維持管理

925,358 301,793

３９１，８１６千円　

（１２９，８１３千円）
１６６，３８８千円　救急救命の推進

消防施設等の更新整備 ８７，０６３千円　

会計名

48.40一般会計 623,565

消防団員等の安全確保と消防団施設や資器材の整備による団活動の充実

要求のポイント

消防団活動の活性化（拡大）

要求に関する基本方針

市民の安全・安心を確保するための消防装備等の充実強化

（７，０００千円）

（２５２，６２９千円）

　　・岐阜県消防操法大会開催にかかる負担金

消　防　本　部

要求額

平成３０年度
当初予算額

平成３１年度
要求額

対前年度増減額
増減率



　　　○
（２３，１００千円）

防災体制の充実を図るための資器材施設整備

　・消防資器材の購入

　　　○
（３５，３００千円）

防火体制の充実を図るための水利施設の整備

　・耐震性貯水槽の整備

　・防火水槽・消火栓の維持管理

　　　○
（１２４，０００千円）

消防車両の更新に必要な経費を計上

　・常備消防車両

　・消防団車両

消防車両の更新 ９５，３０２千円　

消防資器材の整備 ５５，０８３千円　

水利施設の整備 ６５，３２７千円　


